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IUPAC通信

はじめに

　筆者が IUPACの活動に関わるように
なったきっかけは，日本学術会議での委
員活動である。第 24期および第 25期の
第三部会員として化学委員会に所属して
いた際，委員長から IUPAC関係の委員
を担当するよう指名を受けた。ちょうど
その頃，IUPACでは Interdivisional Com-
mittee on Green Chemistry for Sustainable 

Development（ICGCSD）が新たに発足す
ることとなり，日本から NR（National 

Representative）の候補者を推薦すること
になった。その際に推薦いただき，NR

として本委員会に参画したことが，筆者
の IUPACとの関わりの始まりである。
　当時は，「NRとはどのような役割なの
だろう」というのが率直な印象であった。
IUPACといえば，元素名や化学用語の標
準化を行う組織という程度の認識しかな
く，委員会活動についてはほとんど知ら
なかった。しかし実際に参加してみる
と，その活動は想像していた以上に幅広
く，グリーンケミストリーおよびサステ
ナブルケミストリーの推進に加え，国際
会議，教育活動，IUPACプロジェクトの
企画・推進，若手研究者の育成など，多
様な活動が継続的に行われていることを
知った。

ICGCSDの活動

　ICGCSDは，2017年に IUPACのStand-
ing Committeeとして設立され，グリーン
ケミストリーおよびサステナブルケミス
トリーを分野横断的に推進する役割を
担っている。IUPACには有機化学，無機
化学，分析化学，高分子化学，環境化学
などを担当するDivisionが設置されてい
るが，グリーンケミストリーやサステナ
ビリティは特定の専門分野だけで完結す
る課題ではない。このため ICGCSDは，
各Divisionや Standing Committeeと連携
しながら，IUPAC全体の活動を結び付け
る役割を果たしている。
　委員会では，関連する IUPACプロ
ジェクトの企画，審査および推進に加
え，国際会議，教育活動，若手研究者育
成，国際賞の運営支援など幅広い活動を
行っている。プロジェクトの例として
は，IUPACの活動が国連の持続可能な開
発目標（SDGs）へどのように貢献してき
たかを評価する取り組みや，新たな
IUPACプロジェクトと SDGsとの関係を
体系的に整理する仕組みの構築などが挙
げられる。近年では，システム思考や
サーキュラーエコノミーに加え，AIを活
用したグリーン・サステナブルケミスト
リーなど，新しい研究領域への展開も進
められている。
　委員会の代表的な活動の 1つが，隔年

で開催されるIUPAC International Confer-
ence on Green Chemistry（ICGC）である。
世界各国の研究者が最新の研究成果を共
有するとともに，グリーンケミストリー
の将来像について議論する重要な国際会
議となっている。また，大学院生や若手
研究者を対象とした Green Chemistry 

Postgraduate Summer SchoolもICGCSDを
象徴する活動である。 故Pietro Tundo教授
の理念を受け継ぎ，イタリアの委員を中
心に毎年継続して開催されており，2020

年から 2024年までの 5年間だけでも
50ヵ国以上から800名を超える参加者を
迎えている。教育だけでなく，世界各国
の若手研究者が交流し，将来の共同研究
へとつながる人的ネットワークを形成す
る場としても重要な役割を果たしている。

対面で築かれる国際的なネットワーク

　NRとして 2期にわたり活動する中で
特に強く感じているのは，ICGCSDが継
続的な人的ネットワークによって支えら
れていることである。委員会ではオンラ
イン会議も行われるが，ICGCや IUPAC 

General Assemblyの開催に合わせて対面
で会合を開き，プロジェクトの進捗や今
後の活動方針，新たな研究課題について
議論している。
　筆者自身も，2023年にはオランダ・ハー
グで開催されたIUPAC General Assembly，
2024年には中国・北京で開催された第
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10回 ICGC，2025年にはマレーシア・ク
アラルンプールで開催された IUPAC 

General Assemblyに参加した。さらに
2026年 9月には，ポルトガル・リスボン
で開催される第 11回 ICGCへの参加を
予定している。ICGCでは，Electrical 

Pulsed Discharge，Direct Recycling，Circular 

Economy，Sustainable Mineral Processing

など，日本の資源循環研究に関するキー
ノートレクチャーの機会も継続していた
だいている。世界各国の研究者と議論す
る中で，日本の資源循環研究やリチウム
イオン電池のダイレクトリサイクル技術
に対する関心の高さを実感している。
　国や専門分野，研究対象が異なってい
ても，毎年顔を合わせて議論を続けるこ
とで，互いの考え方や各国が抱える課題
への理解が深まる。正式な会議だけでな
く，休憩時間や食事の際の率直な意見交
換から，新しいプロジェクトや共同活動
の構想が生まれることも少なくない。国
際委員会の活動は，会議への出席だけで
成立するものではなく，長年にわたり築
かれる信頼関係がその基盤となっている。

今後に向けて

　現在 IUPACでは，より分野横断的か
つ機動的に活動を推進するため，組織体
制の見直しが進められている。ICGCSD

がこれまで培ってきた活動についても，
新たなStrategic Area「Delivering Green and 

Sustainable Chemistry」の下で発展的に継
承する方向が議論されている。グリーン
ケミストリーやサステナブルケミスト
リーは，環境負荷の低減という視点にと
どまらず，資源循環，サーキュラーエコ
ノミー，AIなど新しい研究領域とも融合
しながら発展を続けており，ICGCSDの
役割も今後さらに重要になるものと考え
られる。
　IUPACの活動に参加する前には，
IUPACを主として用語や命名法を標準
化する組織として捉えていた。しかし実
際には，世界各国の研究者を結び，分野
を超えた課題を共有し，次世代の研究者
を育成する場でもあることを実感した。

日本のグリーン・サステナブルケミスト
リーや資源循環研究は世界的にも高い関
心を集めており，その成果を国際社会へ
発信するとともに，新たな国際連携へと
つなげていくこともNational Representa-
tiveの重要な役割であると感じている。
今後も ICGCSDの活動を通じて，日本と
世界とのネットワーク強化に貢献できれ
ばと考えている。
　なお，本活動の一部は IUPAC賛助会
員委員会の支援を受けており，ここに謝
意を表する。
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2025年 IUPAC General Assembly（クアラルンプール，マレーシア）における ICGCSD委員会メン
バーとの集合写真


